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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  建物の屋外に敷設された排水主管に該建物の屋内から伸びる排水枝管を合流させるべく
設けられた排水マスに対して、該排水枝管を接続するための継手であって、
  前記排水マスは、前記排水主管が接続される主管受口と、前記排水枝管が接続される枝
管受口とが設けられたマス本体を有しているものであり、
  前記枝管受口に挿着される接続筒体と、前記排水枝管が接続されるエルボ部とを有し、
  前記接続筒体の内周に嵌合部を形成し、前記エルボ部の端部に嵌入部を形成し、該嵌合
部に嵌入部を嵌挿することで、前記接続筒体と前記エルボ部とを連結するとともに、
  該嵌合部と該嵌入部を相互に摺動自在とすることにより、前記接続筒体に対して前記エ
ルボ部を回動可能に構成し、
　前記接続筒体は、管軸が前記枝管受口の開口方向と同方向に伸びる第１直管部と、管軸
が前記エルボ部の回動軸と同一線上に伸びる第２直管部と、該第１直管部及び該第２直管
部の間をつなぐ曲管部とを有し、
　上記エルボ部の基端部の外周面上には、シールリングが嵌着され、
　前記第２直管部の先端面には凸体が設けられるとともに、前記エルボ部の外周面上で該
凸体と対応する位置にはストッパーが設けられており、前記凸体に前記ストッパーが当接
することにより、前記接続筒体に対して、前記エルボ部が必要以上に回動することを抑制
し、
  更に前記接続筒体に対する前記エルボ部の回動軸が前記排水主管の管軸と直交するよう



(2) JP 6180829 B2 2017.8.16

10

20

30

40

50

に該エルボ部の回動方向を設定することを特徴とする継手。
【請求項２】
  前記第１直管部を、平面視における前記排水主管の管軸から前記エルボ部先端の開口中
心までの長さを調節する長さ調節部として用いる請求項１に記載の継手。
【請求項３】
  前記枝管用受口の開口方向は、前記排水主管の管軸に対して４５度傾斜しており、前記
接続筒体の曲管部は、該枝管用受口の開口方向に応じた曲げ角度に設定されている請求項
１又は請求項２に記載の継手。
【請求項４】
  請求項１から請求項３のうち何れか一項に記載の継手を備えた排水マス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の屋内から伸びる排水枝管を、建物の屋外に敷設された排水主管に合流
させるための排水マスに接続するための継手及びそれを備えた排水マスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、家屋等の建物にあっては、排水設備の敷設に排水マスが使用されている。
　通常、前記排水マスは、受口が設けられたマス本体を有している。そして、一の排水マ
スの受口と他の排水マスの受口とを連結管で繋ぐ等のように、複数の排水マス相互を管材
で繋ぎ合わせることにより、排水主管が建物の屋外で該建物の基礎に沿うように敷設され
る。
　更に前記排水マスには、分岐管が前記マス本体から分岐して設けられており、該分岐管
の先端開口を枝管受口としている。そして、該枝管受口にエルボが取り付けられたうえで
、建物の屋内から該建物の基礎を介して屋外へと伸びる排水枝管は、該エルボを介して該
枝管受口に接続されることにより、前記排水マスにおいて前記排水主管に合流される。
　従前の排水マスは、前記排水枝管を接続するための枝管受口が固定された構成となって
いるが、このような構成の場合、各設置箇所の状況や各排水枝管の接続角度に応じること
が出来るように多数種の排水マスを用意したうえでそれぞれを使い分けしなければならな
い。また配管工事においても、各排水主管や各排水枝管の敷設状況や枝管受口の向きに応
じることが出来るように、多数種の継手を用意したうえで使い分けなければならない。そ
して、斯様な多数種の排水マスの使い分け、多数種の継手の使い分け等が、排水設備の敷
設に係る作業の複雑化及び煩雑化を招いている。
　そこで、特許文献１～５に示されるように、排水枝管が接続されるエルボ部の向きを変
更可能とすることで、排水設備の敷設に係る作業の簡易化を目的とした排水マスが提供さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平６－１８７９１号公報
【特許文献２】特開平６－１２９００１号公報
【特許文献３】特開平７－８３３７７号公報
【特許文献４】特開平１０－２６６３２３号公報
【特許文献５】特開平１０－３０７７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、上記従来構成の排水マスは、エルボ部の向きを変更可能とするため、主とし
て枝管受口とエルボ部とを回動自在に繋いでいるが、該エルボ部を回転自在に繋ぐ該枝管
受口を含めて該マス本体の全体を略一体的に成形している。このため、該マス本体を成形
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するための金型が複雑になる傾向がある。更に排水マスは上記したように各設置箇所の状
況や各排水枝管の接続角度に応じることが出来るように多数種を用意しなければならず、
製造の繁雑化と製造コストの高騰が問題になっている。
　また通常の排水主管は、家屋の基礎に沿って敷設されており、排水枝管は該基礎から該
排水主管に向かって突出しており、排水主管の管軸と排水枝管の管軸とは平面視で略直交
している。一方、上記従来構成の排水マスは、枝管受口でエルボ部が回動する構成である
ため、該エルボ部は該枝管受口の開口方向に伸びる回動軸を中心に向きを変える。従って
、該枝管受口の開口方向を、例えば排水主管の管軸に対して４５度傾けたマス本体の場合
は、該エルボ部が該基礎から突出する該排水枝管に対し、該排水枝管が接続される先端開
口を斜めに回転させてしまうことになる。このため、角度の異なる複数種のエルボを選択
し、繋ぎ合わせるという繁雑な作業が必要になり、却って該排水枝管の接続作業が困難に
なるという問題があった。
　本発明は、このような従来技術に存在する問題点に着目してなされたものである。その
目的とするところは、製造が簡易であって、排水枝管の接続に係る作業の簡易化を図るこ
とができる継手及びそれを備えた排水マスを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
  上記従来の問題点を解決する手段として、請求項１に記載の継手の発明は、建物の屋外
に敷設された排水主管に該建物の屋内から伸びる排水枝管を合流させるべく設けられた排
水マスに対して、該排水枝管を接続するための継手であって、前記排水マスは、前記排水
主管が接続される主管受口と、前記排水枝管が接続される枝管受口とが設けられたマス本
体を有しているものであり、前記枝管受口に挿着される接続筒体と、前記排水枝管が接続
されるエルボ部とを有し、前記接続筒体の内周に嵌合部を形成し、前記エルボ部の端部に
嵌入部を形成し、該嵌合部に嵌入部を嵌挿することで、前記接続筒体と前記エルボ部とを
連結するとともに、該嵌合部と該嵌入部を相互に摺動自在とすることにより、前記接続筒
体に対して前記エルボ部を回動可能に構成し、前記接続筒体は、管軸が前記枝管受口の開
口方向と同方向に伸びる第１直管部と、管軸が前記エルボ部の回動軸と同一線上に伸びる
第２直管部と、該第１直管部及び該第２直管部の間をつなぐ曲管部とを有し、上記エルボ
部の基端部の外周面上には、シールリングが嵌着され、前記第２直管部の先端面には凸体
が設けられるとともに、前記エルボ部の外周面上で該凸体と対応する位置にはストッパー
が設けられており、前記凸体に前記ストッパーが当接することにより、前記接続筒体に対
して、前記エルボ部が必要以上に回動することを抑制し、更に前記接続筒体に対する前記
エルボ部の回動軸が前記排水主管の管軸と直交するように該エルボ部の回動方向を設定す
ることを要旨とする。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の継手の発明において、前記第１直管部を、
平面視における前記排水主管の管軸から前記エルボ部先端の開口中心までの長さを調節す
る長さ調節部として用いることを要旨とする。
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の継手の発明において、前記枝
管用受口の開口方向は、前記排水主管の管軸に対して４５度傾斜しており、前記接続筒体
の曲管部は、該枝管用受口の開口方向に応じた曲げ角度に設定されていることを要旨とす
る。
　請求項４に記載の排水マスの発明は、請求項１から請求項３のうち何れか一項に記載の
継手を備えたことを要旨とする。
【発明の効果】
【０００６】
　〔作用〕
　本発明の継手は、排水マスのマス本体に設けられた枝管受口の内側に挿着される接続筒
体と、排水枝管を接続するエルボ部とを、回動可能に連結して構成されたものであり、更
に該エルボ部の回動方向は、該エルボ部の回動軸が排水主管の管軸と直交するように設定
されている。このため、該エルボ部を回動させて排水枝管の方向へ向けることにより、該
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排水枝管と該エルボ部とを最短距離で繋ぐことができ、該排水枝管の接続に係る作業の簡
易化を図ることができる。
　更に上記継手は、排水マスのマス本体で使用する金型とは異なる金型を使用し、該マス
本体と別々に成形することが可能であるため、多数種のマス本体で該継手として使用する
部品を使い回すことができる。従って、排水枝管を接続できるように該排水マスを選ぶ必
要が無く、また該排水枝管の接続も従前のものに比して遜色がなく、更に部品点数の低減
が図られていることから、製造の簡易化を図ることができ、特に排水マスの製造コストの
高騰を抑えることができる。
　また上記継手においては、前記接続筒体に曲管部を設けた場合、該曲管部の曲げ角度を
前記枝管受口の開口方向に応じるように設定することで、如何なる角度で開口する枝管受
口にも柔軟に対応することができ、前記エルボ部の回動軸を前記排水主管の管軸と好適に
直交させることができ、一般的に使用される枝管用受口の開口方向が前記排水主管の管軸
に対して４５度傾斜したマス本体にも確実に対応することができる。
　また上記継手においては、管軸が前記枝管受口の開口方向と同方向に伸びる第１直管部
を長さ調節部として用いることにより、該第１直管部の端部を切断等することで、該継手
の内径の変化や前記エルボ部の平面視における差し出し方向の変化を防止しつつ、該エル
ボ部の位置を前記排水枝管の位置に応じて簡易に変更調節することができる。
　本発明の排水マスによれば、既存の金型を使用して成形しつつも、上記構成の継手を備
えることで、排水枝管を接続するエルボ部の回動構造の付与と、該エルボ部の回動方向の
設定を簡便に行うことができ、製造が簡易であって、接続に係る作業の簡易化を図ること
ができる。
【０００７】
　〔効果〕
　本発明では、製造が簡易でありながら、排水枝管の位置に応じるようにエルボ部の上下
位置を変更することができるから、排水枝管の接続に係る作業の簡易化を図ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１実施形態の排水マスを示す平面図。
【図２】第１実施形態のマス本体を示す平面図。
【図３】第１実施形態の継手を示す（ａ）は平面図、（ｂ）は分解状態の断面図。
【図４】第２実施形態の排水マスを示す分解状態の平面図。
【図５】第２実施形態の継手を示す分解状態の断面図。
【図６】第３実施形態の排水マスを示す分解状態の平面図。
【図７】（ａ），（ｂ）は別形態の接続筒体を示す断面図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
〔第１実施形態〕
　本発明の排水マスを具体化した第１実施形態を図面に基づき説明する。
　図１に示すように、排水マス１０は、建物の基礎Ｆに沿って敷設された屋外の排水主管
ＭＤに、屋内から該基礎Ｆを貫通して敷設された排水枝管ＳＤを合流させるために使用す
るものである。該排水マス１０は、前記排水主管ＭＤを構成するマス本体１１と、前記排
水枝管ＳＤを接続するべく該マス本体１１に取り付けられた継手１２とを有している。
【００１０】
　前記マス本体１１の構成を説明する。
　図２に示すように、マス本体１１は、両端が排水主管ＭＤの管軸Ａｔの伸びる方向に開
口された真っ直ぐな円筒状に形成されている。該マス本体１１の両端部は、中間部に比べ
て拡径されており、該拡径された両端部の開口の内側が主管受口１３とされている。該主
管受口１３には、排水マス１０同士を繋ぐ連結管が嵌入接続される。よって前記排水主管
ＭＤの管軸Ａｔは該マス本体１１の中心を通るように伸びる。
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　また前記マス本体１１には、主管受口１３の他にマス受口１４が設けられており、該マ
ス受口１４を介してマス本体１１の内部を清掃したり確認したりすることができるように
なっている。
　前記マス本体１１には、円筒状の分岐筒１５が、該マス本体１１の周壁から突出して形
成されている。該分岐筒１５の先端開口は、拡径されており、前記継手１２を接続するた
めの枝管受口１６とされている。該分岐筒１５は、前記排水主管ＭＤの管軸Ａｔの伸びる
方向と４５度の角度をなして伸びるように形成されている。従って、該枝管受口１６は、
前記排水主管ＭＤの管軸Ａｔに対して４５度傾いている。
【００１１】
　前記継手１２の構成を説明する。該継手１２は、上記枝管受口１６に接続される筒状の
接続筒体１７と、該接続筒１７の先端に設けられたエルボ部１８とを有している。そして
該エルボ部１８は、その一端側（先端側）の開口１８Ａに前記排水枝管ＳＤが直接的に、
あるいはエルボ等を介して間接的に繋げられる（図１参照）。
　図３（ａ），（ｂ）に示すように、前記継手１２において、前記接続筒体１７と前記エ
ルボ部１８とは、該接続筒体１７に対して該エルボ部１８を回動可能とするべく構成され
ている。
　すなわち、前記接続筒体１７は、基端側（マス本体１１側）に配される円筒状の第１直
管部１７Ａと、先端側（エルボ部１８側）に配される円筒状の第２直管部１７Ｂと、該第
１直管部１７Ａ及び該第２直管部１７Ｂの間をつなぐ曲管部１７Ｃとを有している。該接
続筒体１７においては、該第１直管部１７Ａが前記マス本体１１の枝管受口１６の内側に
挿着されるように構成されている。また該第２直管部１７Ｂの内径は、該第１直管部１７
Ａの内径よりも拡径されており、該第２直管部１７Ｂの内側に前記エルボ部１８の他端部
である基端部１８Ｂが嵌入されるように構成されている。
　前記第２直管部１７Ｂの先端で内周面には、爪状をなす嵌合部２１が周方向へ等間隔お
きに複数凸設されている。また該第２直管部１７Ｂの基端で内周面には、段差部２２が形
成されており、該段差部２２に前記エルボ部１８の基端部１８Ｂの端面が当接することに
より、該エルボ部１８の基端部１８Ｂの該接続筒体１７に対する嵌入量を規制している。
【００１２】
　一方、エルボ部１８の基端部１８Ｂの外周面には、凸状をなす嵌入部２３が等間隔おき
に複数凸設されている。そして、上記第２直管部１７Ｂの内側に該エルボ部１８の基端部
１８Ｂが嵌入される際に、上記嵌合部２１と該嵌入部２３とが相互に嵌合することにより
、上記接続筒体１７と該エルボ部１８とが連結されている。
　また上記第２直管部１７Ｂの先端で内周面には、上記嵌合部２１に隣接して凹溝２４が
形成されている。該凹溝２４に上記嵌入部２３が収容されることにより、該嵌入部２３と
上記嵌合部２１は相互に摺動自在とされており、該接続筒体１７に対して該エルボ部１８
が回動可能となっている。
【００１３】
　上記エルボ部１８の基端部１８Ｂの外周面上には、水漏れを防止するためのシールリン
グ２５が嵌着されている。加えて、前記第２直管部１７Ｂの先端面には凸体２６が設けら
れるとともに、前記エルボ部１８の外周面上で該凸体２６と対応する位置にはストッパー
２７が設けられており、該凸体２６に該ストッパー２７が当接することにより、該接続筒
体１７に対して該エルボ部１８が必要以上に回動することを抑制している。
　なお上記凸体２６は、前記第２直管部１７Ｂの先端面に１８０度間隔で２箇所に設けら
れており、図１に示す状態でエルボ部１８が回動軸Ａｒを中心に左右方向でそれぞれ９０
度を超えて回動しないように規制することで、排水の逆流を抑制している。
【００１４】
　前記接続筒体１７に対する前記エルボ部１８の回動方向は、該エルボ部１８の回動軸Ａ
ｒが前記排水主管ＭＤの管軸Ａｔと直交する方向となるように設定されている（図１参照
）。
　図３（ｂ）に示すように、前記エルボ部１８は、上記接続筒体１７の第２直管部１７Ｂ
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の周方向に回動するように構成されていることから、該第２直管部１７Ｂの管軸は該エル
ボ部１８の回動軸Ａｒと同一線上に伸びる。一方、上記接続筒体１７の第１直管部１７Ａ
は、上記マス本体１１の枝管受口１６の内側に挿着されるものであるため、該第１直管部
１７Ａの管軸Ａ１は、該枝管受口１６の開口方向と同方向に伸びている。
　該接続筒体１７は、該接続筒体１７に対する前記エルボ部１８の回動軸Ａｒが前記排水
主管ＭＤの管軸Ａｔと直交するように該エルボ部１８の回動方向を設定するための角度調
整手段としての機能を有している。すなわち、本実施形態の接続筒体１７は、前記曲管部
１７Ｃが設けられることによって角度調整手段としての機能を奏し、該曲管部１７Ｃの曲
げ角度θが所定角度に設定されることにより、前記エルボ部１８の回動軸Ａｒを前記排水
主管ＭＤの管軸Ａｔと直交する方向としている。本実施形態では、具体的に、該第１直管
部１７Ａの管軸Ａ１は、該排水主管ＭＤの管軸Ａｔに対して４５度傾いており、前記エル
ボ部１８の回動軸Ａｒを該排水主管ＭＤの管軸Ａｔに直交させるべく、該曲管部１７Ｃの
曲げ角度θは２２．５度に設定されている。
【００１５】
　排水設備にあっては、複数のマス本体１１を基礎Ｆに沿って所定間隔おきに配し、該マ
ス本体１１の枝管受口１６に上記継手１２の接続筒体１７の第１直管部１７Ａを挿着し、
該第１直管部１７Ａを該枝管受口１６に接着等することにより、排水マス１０を構成する
。
　上記排水マス１０の構成においては、前記第１直管部１７Ａを長さ調節部として用いる
ことにより、前記基礎Ｆから伸びる前記排水枝管ＳＤの位置に応じて、前記エルボ部１８
を所望の位置に配置することができる。つまり、該第１直管部１７Ａを、その基端部を切
除する等して所定の長さに調節することにより、前記マス本体１１から前記エルボ部１８
までの長さ、具体的には前記排水主管ＭＤの管軸Ａｔから該エルボ部１８の先端の開口中
心１８Ｃまでの長さを変更し、該エルボ部１８を所望の位置に変更調節することが可能で
ある。また該第１直管部１７Ａは、直管状を為しているため、切断に際して煩雑な斜め切
りする必要が無く、該接続筒体１７の先端に取り付けられた該エルボ部１８は、前記排水
主管ＭＤの管軸Ａｔの伸びる方向と直交する方向へ常に差し出される。
　上記排水マス１０にあっては、上記継手１２の前記エルボ部１８が前記接続筒体１７に
対して回動可能に構成されていることから、例えば図１に示すように排水主管ＭＤの管軸
Ａｔの伸びる方向で排水枝管ＳＤの端部とエルボ部１８とがずれている場合であっても、
排水枝管ＳＤの端部方向を向くように該エルボ部１８を回動させることで、該排水枝管Ｓ
Ｄの端部と該エルボ部１８とを最短距離で繋ぐことができる。
【００１６】
〔第２実施形態〕
　本発明の排水マスを具体化した第２実施形態を図面に基づき説明する。なお、これ以降
の実施形態については、上記第１実施形態と異なる点を中心に説明する。
　図４に示すように、本実施形態の排水マス１０Ａにおいて、マス本体１１Ａは、両端が
排水主管ＭＤの管軸Ａｔの伸びる方向に開口された真っ直ぐな円筒状に形成されている。
該マス本体１１の両端部は、中間部に比べて拡径されており、該拡径された両端部の開口
のうち、一端側（図４中で右端側）が主管受口１３とされ、他端側（図４中で左端側）が
継手１２Ａを接続するための枝管受口１６とされている。従って、該枝管受口１６の開口
方向は、前記排水主管ＭＤの管軸Ａｔと同方向である。
　図４及び図５に示すように、前記排水マス１０Ａの継手１２Ａにおいて、エルボ部１８
は、上記第１実施形態のものと同一構成である。
　一方、該継手１２Ａの接続筒体１７は、曲管部１７Ｃの他は、上記第１実施形態のもの
と同一構成である。該接続筒体１７は、前記曲管部１７Ｃの曲げ角度θを所定角度に設定
することにより、前記エルボ部１８の回動軸Ａｒを前記排水主管ＭＤの管軸Ａｔと直交す
る方向とするための角度調整手段としての機能を奏する。本実施形態では、具体的に、該
第１直管部１７Ａの管軸Ａ１は、該排水主管ＭＤの管軸Ａｔと同方向に伸びており、前記
エルボ部１８の回動軸Ａｒを該排水主管ＭＤの管軸Ａｔに直交させるべく、該曲管部１７
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Ｃの曲げ角度θは４５度に設定されている。
　従って、本実施形態においては、継手１２Ａの成形において、エルボ部１８は全く同じ
ものが使用可能であり、一方、接続筒体１７においても、複雑な構造の第２直管部１７Ｂ
は上記第１実施形態と同じ構成であるから、曲管部１７Ｃのみ変更するように金型等を工
夫することにより、簡便に製造することが可能である。
【００１７】
〔第３実施形態〕
　図６に示すように、本実施形態の排水マス１０Ａにおいて、マス本体１１Ｂは、両端が
排水主管ＭＤの管軸Ａｔの伸びる方向に開口された真っ直ぐな円筒状に形成され、両端部
の開口の内側が主管受口１３とされている。また該マス本体１１Ｂには、円筒状の分岐筒
１５が、該マス本体１１の周壁から突出して形成され、該分岐筒１５の先端開口が枝管受
口１６とされている。該分岐筒１５は、前記排水主管ＭＤの管軸Ａｔの伸びる方向と直交
して伸びるように形成されている。従って、該枝管受口１６は、前記排水主管ＭＤの管軸
Ａｔに対して９０度傾いている。
　上記排水マス１０Ｂの継手１２Ｂにおいて、エルボ部１８は、上記第１実施形態のもの
と同一構成である。
　一方、継手１２Ｂの接続筒体１７は、前記エルボ部１８の回動軸Ａｒを前記排水主管Ｍ
Ｄの管軸Ａｔと直交する方向とするための角度調整手段であるから、曲管部を省略し、第
１直管部１７Ａと第２直管部１７Ｂとで構成されている他は、上記第１実施形態のものと
同一構成である。つまり、本実施形態では、上記枝管受口１６の開口方向が排水主管ＭＤ
の管軸Ａｔの伸びる方向と直交する方向であるため、該第１直管部１７Ａの管軸は、前記
エルボ部１８の回動軸Ａｒと同方向に伸びるため、曲管部１７Ｃを設けずともよい。
　従って、本実施形態においては、継手１２Ｂの成形において、エルボ部１８は全く同じ
ものが使用可能であり、一方、接続筒体１７においても、複雑な構造の第２直管部１７Ｂ
は上記第１実施形態と同じ構成であるから、曲管部１７Ｃのみ省略するように金型等を工
夫することにより、簡便に製造することが可能である。
【００１８】
〔変更例〕
　上記の各実施形態において、第１直管部１７Ａの長さは特に限定されず、マス本体１１
，１１Ａ，１１Ｂに設けられた枝管受口１６の内側に挿着可能な長さを有していればよく
、例えば図７（ａ）に示すように、第１実施形態のものに比べて短くしてもよい。
　上記の各実施形態において、接続筒体１７は、必ずしも枝管受口１６の内側に挿着され
ることに限らず、例えば図７（ｂ）に示すように、分岐筒１５の先端開口を拡径すること
なく枝管受口１６とし、一方、接続筒体１７においては第１直管部１７Ａの基端に拡径部
１７Ｄを設け、該拡径部１７Ｄを枝管受口１６の外側に被せるようにして、接続筒体１７
を枝管受口１６に挿着してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００１９】
　本発明にあっては、製造が簡易であって、排水枝管の接続に係る作業の簡易化を図るこ
とができるから、産業上の利用可能性がある。
【符号の説明】
【００２０】
１０　　排水マス
１１　　マス本体
１２　　継手
１３　　主管受口
１６　　枝管受口
１７　　接続筒体
１７Ａ　第１直管部
１７Ｂ　第２直管部
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１７Ｃ　曲管部
１８　　エルボ部
１８Ｃ　開口中心
２１　　嵌合部
２３　　嵌入部
Ａｔ　　管軸
Ａｒ　　回動軸
Ｆ　　　基礎
ＭＤ　　排水主管
ＳＤ　　排水枝管
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